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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●7 月の動向 

2026 年 7 月（税抜） 2025 年 7 月（税抜）  

※全農建値 679 円/㎏（123 円安） 802 円/㎏ 

7 月の出荷頭数は全国的に減少傾向となったが、夏休みに入り学校給食向けの荷動きが止

まったことで、末端消費が振るわず軟調な相場展開となった。枝肉相場は 600 円～700 円

（税抜）で推移した。 

 
 

●輸入動向 

 
 

●8 月の動向 

8 月の出荷頭数については、前年同月比減と予測。 

 
酷暑の影響による出荷頭数減少の影響から高値での相場展開が予想される。 

全農建値（税抜）予測レンジは 700 円～750 円とする。  

肉豚インフォメーション（7 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

 

●7 月の動向 

和牛相場は先月比で若干の落ち込みが見られたものの、全国的な頭数不足が影響し、高値

を維持した。交雑牛も頭数不足と輸入牛肉の高騰から、高値のまま推移している。 

●8 月の動向予測 

８月は暑さの影響等から消費は減退するが、全国的な頭数不足の影響もあることから、

品薄感が支えとなり、相場は弱もちあいで推移すると予測する。 

8 月相場は「弱もちあい」の展開と予想。 

和牛去勢 A5 等級 2,550 円（税込み）   A4 等級 2,450 円（税込み） 

交雑去勢 B4 等級 1,900 円（税込み）   B3 等級 1,850 円（税込み） 

 

●輸入牛肉 

冷蔵品は、主要輸入先である豪州産と米国産の輸入量の減少が見込まれることから、７

月はかなりの程度、８月はわずかに、いずれも前年同月を下回ると予測する。なお、３カ

月平均では、前年同期をわずかに上回ると予測する。  

（alic 牛肉の需要予測について ７月２９日）  

肉牛インフォメーション（7 月） 
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ＪＡ全農いばらき 畜産部 

 

●7 月の動向 

〇牛肉 

 7 月は、気温の上昇に伴い焼肉需要や外食需要がみられた一方、物価高による節約志向も

続いた。家庭向けではモモや切り落としなど比較的安価な部位を中心に動きが見られた。 

 輸入牛肉は円安や供給コストの上昇を背景に高値で推移しており、一部では交雑牛や乳

用牛への代替需要も見られた。 

 

〇豚肉 

気温の上昇に伴い、家庭向けでは冷しゃぶや炒め物向け商材を中心に需要がみられた。 

また、節約志向の高まりから小間切れや切り落としなど比較的購入しやすい商品の利用

が進み、国産豚肉の相場高を背景に輸入豚肉の取扱いも見られた。 

 

●8 月の動向予測 

〇牛肉 

 8 月は、行楽需要の高まりが期待される一方、猛暑による外出の減少や節約志向の高まり

から、モモやスネ、切り落としなど比較的安価な部位を中心とした動きになると見込まれる。 

 また、交雑牛への需要は引き続き高く、輸入牛肉の代替として乳用牛の需要も見込まれる。 

 

〇豚肉 

 お盆や BBQ 需要などにより、焼き材の荷動きが見込まれるものの、8 月も国産豚枝肉相

場は高値が続く見通しであり、輸入豚肉を中心とした販売となる見込み。 

8 月は学校給食の休止によりウデ・モモなどの需要が下がる時期だが、消費者の節約志向

によりスソ物についても一定程度の需要が見込まれる。 

●業態別概況 

表：全農いばらき食肉センター 業態別取引先実績（令和 8 年 6 月期） 単位：千円％ 

 

 
 

年度
ＪＡ

どきどき
給食 仲卸関係 食肉専門店 量販店等 飲食店 合計

令和6年度6月 22,545 8,036 35,687 18,555 9,572 5,485 99,880

令和7年度6月 22,851 7,778 36,060 15,937 7,317 3,876 93,819

令和8年度6月 25,375 5,763 37,717 12,308 7,897 4,317 93,377

増減（R7-R8） 2,524 -2,015 1,657 -3,629 580 441 -442

対比（R6-R8） 113% 72% 106% 66% 83% 79% 93%

対比（R7-R8） 111% 74% 105% 77% 108% 111% 100%

食肉インフォメーション（7 月） 


